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第28回水素・燃料電池戦略協議会

国際水素サプライチェーン構築に向けた取組

2023年3月6日
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「水素」エネルギーの安定供給

風力H2

風力H2

水力H2

石油&天然ガスH2

太陽光H2

風力H2

褐炭H2

我が国の様々な産業に大きく波及

水素は様々な資源から製造、様々な国から調達が可能 ⇒ エネルギーセキュリティー

電気と比較して、大量、長距離、長期さらにセクター間の融通が可能 ⇒ レジリエンス



© Kawasaki Heavy Industries, Ltd. All Rights Reserved 3

CO2の排出を抑制しながらエネルギーを安定供給

資源国 利用国 （日本）

水素輸送・貯蔵 水素利用水素製造

コンバインド
サイクル発電所など

プロセス利用

半導体や太陽電池製造

石油精製・脱硫など

輸送用機器
水素ステーション

燃料電池自動車など

発電所

液化水素コンテナ

液化水素
貯蔵タンク

安価な化石燃料＋CCSや
豊富な再生可能エネルギーから
低コストに水素製造

CCS
（CO2回収・貯留）

CO2フリー水素

再生可能エネルギー

液化水素運搬船液化・積荷

化石
燃料

JAXA

水素ガスタービン
水素ガスエンジン
燃料電池など

産業用機器

CO2フリー水素チェーンのコンセプト
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商用化に向けた機器の大型化技術開発

パイロット実証 HySTRA

1,250m3

球形タンク：2,500m3

40年の実績ある

一般家庭の消費電力※ 約5,000軒分に相当

円筒タンク：5万m3×4基（計画）16万m3×2隻

一般家庭の消費電力※

約40万軒分に相当

16万m3 円筒タンク：5万m3

大規模化に有利な

NEDO殿ご支援の「大型化技術開発」事業
にて商用規模の機器開発が着実に進行中

※試算条件：発電効率50%、1ヶ月でタンク全量使い切り

商用化に向けた
実証事業

商用チェーン

水素液化機用
大型高効率機器

大型液化水素運搬船
大型陸上タンクなど

2030年

2050年
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水素ビジネスにおける国際競争力の確保

LNG
他国企業 日本企業

採掘/製造・液化 海上輸送

資源権益 利用国

エネルギー事業者

受入 利用

水素

LNGでは当初日本が先行したものの、

サプライチェーンの大部分を欧米、中国、韓国などの他国企業に抑えられている

⇒ 水素ではサプライチェーンを一貫して日本で抑え、競争力を確保

他国企業 日本企業

プラント･機器メーカ

世界に先駆け実証事業に着手（グリーンイノベーション基金）

日本企業が先行・強い

エネルギー事業者

プラント･機器メーカ

先行者利益を維持するため、知的財産権、標準化（ルール作り）が重要



© Kawasaki Heavy Industries, Ltd. All Rights Reserved 6

先行している技術開発、ルール作り

• 知的財産権、標準化（ルール作り）のみならず、将来に向けて大きな役割を果たす
仲間づくりや国内生産能力の増強も重要

• さらに、メーカ・事業者と民間認証機関および業界間の連携による活動を具体的に
下支えする液化水素に関する試験センターなどの導入も重要
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国内の水素エネルギー導入
水素政策は、わが国のカーボンニュートラル政策のみならず、

エネルギーセキュリティの担保、国際競争力の強化、国内経済の活性化等につながる

大変意義のある政策と考えております。

川崎重工は大規模需要が期待される水素発電等の需要側との連携を図った

国際サプライチェーンを構築して行くことで2050年の化石燃料に対して競争力を

有する水素コストと導入量の実現に貢献して行きます。
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つぎの社会へ、信頼のこたえを

Frontier New Values Cross Over

Tr u s t w o r t h y  S o l u t i o n s  f o r  t h e  F u t u r e


